
人口と世帯人口と世帯 

9 月30日現在（）内は前回比、男23,969 (-28）女26,668 (-6）計50,637(-34）世帯18,520  (+16) 

と
れ
か
ら
曳

」
央
縄
 

平
成
十
「犀
度
合
同
金
婚
式
 

末
長
く
お
幸

せ
雛
迄
＠@
 

山
田
 
秀
雄
・
レ
イ
 

（広
田
）
 
一石
岡
 
辰
美

・
カ
チ
 

（
野
里
）
 

石
岡
 
浩
・
昭
子
 

（
福
山
）一
小
田
桐
 
繁
直
・
て
る
倉
 
（
神
山
）
 

成
田
 
力
・
市
子
 

「
元
町
）一
太
田
 
利
通
・
サ
ク
ラ
 
（

飯
詰
）
 

平
山
 
守
夫

・
つ
さ
こ
 

完
町
）
一
和
島
 
勝
美
・
ヤ
エ
 

（飯
詰
）
 

浅
利
 
政
一
・
せ
つ
 

（旭
町
）
一
奈
良
 
繊
雄
・
は
つ
江
 
（

飯
詰
）
 

村
田
 
輿
三
郎
・
ス
エ
 
（

旭
町
）
一
山
口
 
徳
四
郎
・
イ
ネ
 
（
飯
詰
）
 

和
田
 
護
郎
 
タ
ミ
 
（
中
平
井
町
）
一
高
橋
 
嘉
四
 
ハ
ナ
 

（飯
詰
）
 

小
野
 
重
郎
 
悦
子
 
（
中
平井
町
）
一
増
田
 
繁
幸
 
フ
ヂ
エ
 
（
下
岩
崎）
 

竹
内
 
孝
夫
 
テ
イ
 
（
下
平
井
町
）
一
福
間
 
光
雄
 
貞
 

（
毘沙
門
）
 

大
溝
 
善
逸
 
テ
ル
エ
 

（錦
町
）
一
太
田
 
盛
吉
 
ト
ミ
 
（
毘
沙

門
）
 

野
宮
 
良
ー
 
ミ
エ
 
（
末

広
町
）
一
杉
山
 
一
郎
 
カ
ツ
 

（
毘沙
門
）
 

11
1上
 
昭
夫
 
ト
シ
 

（芭
蕉
）
一
木
村
 
義
衛
 
タ
マ
 

（
長富
）
 

工
藤
 
昭
市
 
ソ
ョ
 

（
長
橋
）一
中
元
 
武
造
 
キ
エ
 

（
長富
）
 

藤
森
 
政
ニ
 
チ
セ
 

（
石
岡）
一
荒
関
 
清
築
 
い
つ
 

（
長富
）
 

木
村
 
平
内
 
ミ
ョ
 

（
漆川
）
一
松
川
 
清
美
 
ア
グ
リ
 
（
長

富
）
 

太
田
 
定
市
 
あ
い
こ
 
（
松
島町
）
一
高
木
 
重
規
 
カ
ツ
 

（
長富
）
 

平
山
 
正
義
 
キ
ヌ
ョ
 

（湊
）
一
其
田
 
正
勝
 
セ
ツ
 

（
長富
）
 

長
谷
部
 
照
明
・
サ
エ
 

（湊
）
一
太
田
 
由
雄
 
ミ
サ
 

（
長富
）
 

木
村
 
秀
夫
・
百
合
子
 
（
稲
実
）

一
工
藤
 
賢
吉
 
桐
代
 

（藻
川
）
 

毛
内
 
務
・
幸
 

（広
田
）

一
 
二P
 
俊
雄
 
ち
魚
 

（
藻川
）
 

柳
谷
 
清
治
・
ツ
ョ
 
（
み
どり
町
）

一
 
二P
 
正
道
 
ト
キ
ョ
 
（

藻
川
）
 

吉
岡
 
一

・
タ
ケ
 

（川
山
）
 
一
開
米
 
誠・
賓
枝
 

（
鶴
ケ岡
）
 

伊
藤
 
博
治
・
タ
エ
 

（俵
元
）
一
開
米
 
忠
一
・
ョ
ツ
エ
 
（鶴
ケ
岡
）
 

三
上
 
金
幸
・
タ
キ
 

（
俵
元
）
一長
尾
 
勝
治
・
ソ
マ
 
（

鶴
ケ
岡
）
 

奈
良
 
啓
三
・
と
き
倉

（羽
野
木
沢
）
一
木
村
 
重
亜
・
テ
ル
 

（
高瀬
）
 

秋
田
 
幸
誠

・
檀
子
 

（
浅
井
）
一
木
村
 
繊雄
・
タ
マ
エ
 
（

高
瀬
）
 

十
月
二
十
日
、平
成
十
三
年
度
合
同
金婚
式
が
中
央
公
民
館
に
お
い
て
行
わ
れ
、五
十

二
組
の
結婚
五
十
周
年
を
迎
え
た
ご
夫
婦
を
顕
彰
し
ま
し
た
。
 

式
で
は
、各
夫
婦
に顕
彰
状
と立
侯
武
多
の
絵
柄
入
り
の
お
盆
が
贈
呈
さ
れ
た
後
、成

田
市
長
が
「
い
つ
い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
、
お
二
人寄
り
添
いな
が
ら
、ま
す
ま
す
仲
良

く
お
幸
せ
に過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
に」
と
あ
い
さ
つ
。
受
賞
者
を代
表
し
て
山
田秀
雄
さ

ん
、
レ
イ
さ
ん
ご夫
婦
が
「諸
先
輩
や
友
人
、親
族
の
支
え
で
五十
年
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
、感
謝
し
て
い
ます
」
と
お
礼
の
言葉
を
述
べ
ま
した
。
ま
た
、
石
岡
浩
さ
ん
、
昭

子
さ
ん
ご夫
婦
が
五
十
年
の歩
み
を
振
り
返
り
幾
多
の
苦
難
を
乗
り
越
え
て
こ
こ
ま
で
き

た
思
い
出
を語
り
出席
者
の
涙
を誘
っ
て
い
ま
した
。
 

金
婚
を
迎
え
た
ご

夫
婦
（
順
不
同
敬
称
略

）
 

ち桐ミセカアいキタカ ト貞 
魚代サツツグつエマツミ 

リ 
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議
4
1干

 

‘
「
 

議
 
ム

石
 纂
疑
舞
 

平
成
十
三
年
五
所
川
原
市
議
会
第
三
回
定
例
会
が
、
十
月
十
一
日
か
ら
一
一士
1一
日

ま
で
の
十
三
日
間
の
日程
で
開
催
。
議
長
に
大
野
欽
也
氏
、
副
議
長
に
長
谷
川
清
勝

氏
が
選
出
さ
れ
、
平
成
十
三
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
十
八
議
案
を
原
案
ど
お

り
可
決
、
承
認
、
認
定
し
閉
会
し
ま
し
た
。
 

今
定
例
会
で
は
主
要
地
方
道
整備
促
進
、
観
光
振
興
対
策
、
農
工
促
進
対
策
の
一1
1
 

特
別
委
員
会
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
任
期
満
了
に
よ
り
空
席
で
あ
っ
た
収
入
役
、
監
査
委
員
の
人
事
案
件
も
提

出
さ
れ
、
収
入
役
に
山
田
秀
雄
氏
、
監
査
委
員
に
小
笠
原
岩
男
氏
、
議
会
選
出
監
査

委
員
に
斉
藤
一
郎
議
員
を
そ
れ
ぞ
れ
選
任
し
ま
し
た
。
 

議
長
に
大
野
欽
也
氏
 
収
入
役
に
山

田
秀
雄
氏
 

副
議
長
に
長
谷
川
清
勝
氏
 
監
査

委
員
に
小
笠
原
岩
男
氏
 

2
 

五所川原市役所 公35-2111 平成13年11月 1日 

選任 平成13年10月23日 

選任 平成13年10月11日 

選任 平成13年10月11日 

長谷川副議長 大野議長 

＠議会運営委員会 

⑨特別委員会 

＠常任委員会 

委員会名 定数 委 員 長 副委員長 委 	員 

主要地方道 
整備促進 8

  
笠井幸市 寺田達也 

阿川
長
 
部
浪

割
 
春
茂
晴
 
市
浩
勝
 
松
吉

前
 
野
岡
田
 
武
 
清
 
司

浩
勝
 

観光振興対策 8
  

平山秀直 工藤善司 
山 口 孝夫 櫛引ュキ子
磯過勇 司 福士寛美
葛西収三 平 山則雄 

農工促進対策 又
）
 
 

葛西ノリエ 寺田武造 
東 	茂美 大野欽也 
稲葉好彦 木村清一
野呂園四郎 書藤一郎 

委員会名 定数 委 員 長 副委員長 委 	員 

議会運営 7
  

川浪茂浩 寺 田武造 
好
  

稲
吉
 
葉
岡
 
彦

浩
 

寺
磯
前
 
田
過
田
 
達
勇
清
 
也
司
勝
 

委員会名 定数 委 員 長 副委員長 委 	員 

総 	務 A
)
 
 

山 口 孝夫 松野武 司 稲
工
 
葉

藤
 
好
善
 
彦

司
 
木
斉
 
村

藤
 
清
一
 

白
一
 
"
p
 
 

経 	済 h
b
 
 

櫛引ュキ子 笠井幸市 
平 山秀直 寺 田武造
大野欽也 前 田 清勝 

民 	生 (
b
 
 

磯過勇 司 川浪茂浩 
東 	茂美 阿部春市 
吉岡 	浩 長谷川清勝 

建 	設 6
  

福士寛美 寺 田達也 
葛西ノリエ 葛西収三
野呂園四郎 平 山 則雄 

＠組合議会等 

小笠原監査委員 山田収入役 

っ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
議
会
 

五
所
川
原
地
区
消
防
事
務
組
合
議
会
 

西
北
五
広
域
福
祉
事務
組
合
議
会
 

西
北
五
環
境
整
備
事
務
組
合
議会
 

議
 
会
 

名
 

平
成
1
1
3
年
1
0月
1
1H
  

平
成
1
1
3
年
1
0月
1
1H
  

平
成
1
1
3
年
1
0月
1
1H
  

平
成1
1
3
年
1
0n
1
1H
  

選
任
年

月
日
 

野
呂
園
四
郎
 

前
田
清

勝
 

木松寺 阿
部
春
市
 

平
山
則
雄
 

氏
 
名
 

村野田

清武達 

一司也 

可
決
・
承
認
・
認
定
さ
れ
た
議
案
 

▽
専
決
処
分
の
承
認
を求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
六
件
（
平
成
十三
年
度
五
所

川
原
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
ほ

か
）
▽
平
成
十
二
年
度
五
所
川
原
市

病
院
事
業
会
計
決
算
に
つ
い
て
 

▽
平
成
十
二
年
度
五
所
川
原
市
水
道
事

業
会
計
決
算
に
つ
い
て
 

▽
平
成
十
二
年
度
五
所
川
原
市
工
業
用

水
道
事
業
会
計
決
算
に
つ
い
て
 

▽
平
成
十
三
年
度
五
所
川
原
市
一
般
会

計
補
正
予
算
ほ
か
二
件
 

・

一
般
会
計

一
億
二
千
三
百
八
十
九
万

六
千
円
増
額
し
て
総
額
二
百
十
七
億

一
一千
八
百
三
万
円
に
。
 

▽
五
所
川
原
市
個
人
情
報
保
護
条
例
案

▽
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
草
地
開
発

整
備
事
業
用
地
）
 

▽
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
 

議
長
に
な
っ
た
大
野
欽
也
氏
（
六
九）
 

は
、昭
和
六
十
年
か
ら
連
続
五
期
当
選
。
 

こ
の
間
、
副
議
長
、
五
所
川
原
地
区
消

防
事
務
組
合
議
会
議
長
な
ど
を
歴
任
し

ま
し
た
。
 

大
野
議
長
は
、
「市
民
の
福
祉
の
向

上
を
図
り
な
が
ら
、
議
会
の
公
平
を
旨

と
し
て
議
員
の
融
和
と
円
滑
な
議
会
運

営
に
当
た
っ
て
い
く
」
と
語
り
、
ま
た
、
 

長
谷
川
副
議
長
は
、
「市
民
の
声
を
大

事
に
し
な
が
ら
大
野
議
長
と
一
緒
に
職

務
を
全
う
し
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま

し
た
。
 

両
氏
と
も
「
立
侵
武
多
の
館
を
核
に

中
心
商
店
街
の
活
性
化
を
打
ち
出
す
市

長
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
市
民
の
た
め

尽
力
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 



ー
ど
ーつ
も
あ
り
が
と
う
 

、人
権
擁
護
委
員
 

原
芳
江
さ
ん
 

／
法
務
大
臣

表
彰

＼
 

永
年
、
人
権
擁
護
委
員
と
して
地
域

住
民
の
人
権
擁
護
と
人
権
思
想
の
普

及
・
高
揚
に尽
力
さ
れ
た
原
芳
江
さ
ん

が
、
十
月
十
六
日
広
島
市
で
行
わ
れ
た

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
総
会
の
席

上
に
お
い
て
法
務
大
臣
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
 

表
彰
を
受
け
た
原
さ
ん
は
、
「こ
れ

は
、
個
人
の
力
で
な
く
皆
様
の
お
か
げ

で
い
た
だ
い
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま

す
。関
係
者
の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。
 

今
後
と
も
情
熱
を
も
っ
て
皆
さ
ん
に
報

え
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
 

原
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
を
称

え
る
と
と
も
に
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご

活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り
し
ま
す
。
 

×招
待
し
た
施
設
の
 
ノ

お
年
寄
り
大
喜
び
 

西
北

五
民

俗
 

／
 
芸
能
フ
エ

ア
×
 

十
月
十
八
日
、西
北
五
民
俗
芸
能
フ

ェ
ア
が
オ
ル
テ
、
イ
ンア
で
行
わ
れ
、
た

く
さ
ん
の
市
民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

同
フ
ェ
ア
は
、
民
俗
芸
能
の
光
を
絶

や
さ
な
い
よう
に
と
五
所
川
原
市
観
光

協
会
が
主
催
し
、
今
年
で
二
十
八
回目

を
数
え
ま
す
。
 

西
北
五
の
十団
体
が
集
ま
っ
た
会
場

は
、
各
保
存
会
の
会
員
ら
が
日
頃
練
習

し
て
き
た
芸
の成
果
を
そ
れ
ぞ
れ
思
い

思
い
に
披
露
し
ま
し
た
。
 

招
待
さ
れ
た
六
施
設
のお
年
寄
り
約

百
三
十
人
は
、
舞
台
の
前
に
陣
取
り
、
 

う
れ
し
そ
う
に
歌
や
踊
り
を
楽
しん
で

い
ま
し
た
。
 

×
ー
 

ノ
 

火
災
予
防
運
動
パ
レ
ー
ド
 

火
の
元
に
は充
分

注
意
しま
し
ょう
 

五
所
川
原
地
区
消
防
事
務
組
合
消
防

本
部
、
五
所
川
原
消
防
署
で
は
秋
季
火

災
予
防
の
一
環
と
し
て
十
月
十
七
日
、
 

街
頭
パ
レ
ー
ド
を
行
い
火
の
用
心
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。
 

同
パ
レ
ー
ド
は
、
 一
日消
防
官
に
委

嘱
さ
れ
た
日
立
北海
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ

株
式
会
社
津
軽
工
場
勤
務
の
木
村
小
百

合
さ
ん
、
柏
崎
由
加
子
さ
ん
を
先
導
に

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
や
防
災
協
会
会
員
な

ど
約
三
百
五
十
人
が
これ
か
ら
迎
え
る

火
災
の
多
発
時
期
を
前
に
行
っ
た
も
の

で
す
。
 一
日
消
防
官
の
二
人
は
、
 「実

際
に
体
験
し
て
み
て
日
頃
私
た
ち
が
気
 

が
つ
か
な
い仕
事
を
し
て
お
り
、
大
変
 

な
仕
事
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
 

た
」
と
話
し
、
防
災
意
識
を
高
め
て
い
 

ま
し
た
。
 
 

十
月
十
五
日
、体
育
館
を
利
用
し
て
い

た
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
人
た
ち
が
避
難
及

び
消
火
訓
練
を行
い
ま
し
た
。
 

I、
プ
、
ノ

・
く

J、
J
・
！
、
ノ、

J
■

I、
ノ
、
一

・
、
メ
、

J
・

I、
ノ
、
？

・

I、
ノ
、
プ
、

J
 

善
意
の
花

か
ご
 

ご
ざ
い
ま
し
た
ー
 

⑥
立
侵
武
多
の
館
へ
 

〇
茶
道
遠
州
会
五
所
川
原
支
部
（
渋谷

宗
松
支
部
長
）
n
七
万
四
千
六
百
円
 

（
チ
ャリ
テ
ィ
ー
茶
会
の
益
金
）
。
 

⑥
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
 

o

奈
良
勝
次
さ
ん
（
中
平
井
町
一
〇
九
 

ー
三
）
H
寄
贈
（
食
用
菊
十
キ
ロ
）
。
 

〇
津
軽
野
保
育
園
園
児
四十
人
H
慰
問
 

（
虫踊
り
、
獅
子
舞
、
楽
器
演
奏
）
。
 

⑥
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

o

五
所
川
原
地
区
更
生
保
護
婦
人会
 

（斎
藤
千
恵
子
会
長
）
H
五
万
円
。
 

o

清
水
弘
子
・
将
之
さ
ん
（
鎌
谷
町
一

〇
」
T

一
）
H
二
十
万
円
。
 

o

五
所
川
原
工
業
高
等
学
校
母
親
委
員

会
h
二
万
四
百
二十
三
円
（
バ
ザ
ー
 

の
益
金
）
。
 

o

五
所
川
原
福
音
キ
リ
ス
ト
協
会
（
伊

藤
福
造
代
表
）H
一
万
円
（
教会
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
益
金
）
。
 

o

五
所
川
原
工
業
高
等
学
校
情
報
技
術

科
一
年
上
ハ
千
一1
1百
四
十
円
（
文
化

祭
益
金
）
。
 

⑥
五
所

川
原
市
へ
 

o

社
団
法
人
青
森
県社
交
ダ
ン
ス
教
師

協
会
（
原
子
昭
会
長
）
H
十
万
円
 

（
文化
・
ス
ポ

ー
ツ
振
興
費
と
し

て
）
。
 

〇
葛
西
嘉
蔵
さ
ん
（
川
山
字
森
内
一
四

六
）
と
葛
西
康
さ
ん
（
青
森
市
桜
川

四
ー
一
ニ
ー
八
）
H
十
万
円
（
葛
西

さ
ん
兄
妹
は
、ご
両
親
の
代
か
ら一
一

十
五
年
間
続
け
て
沖
飯
詰
小
学校
に

図
書
費
と
し
て
寄
付
し
て
い
ま
す
）
。
 

〇
東
北
電力
株
式
会
社
五
所
川
原
営
業

所
（
田
中
洋
所
長
）
 ・
株
式会
社
ユ

ア
テ
ッ
ク
五
所
川
原
営
業
所
（
古川

武
春
所
長
）
H
寄
贈
及
び
取
付
け
 

（
み
どり
町
「
ふ
な
は
し
児
童
公
園
」
 

に
街
路
灯
二
基
）
。
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基本目標4 男女がともに豊かで安心できる生活づくり 

主 要 課題 1 
⑨生涯を通じた女性の健康づくり
本市の女性平均寿命は平成 7年82. 80歳（県：82.51歳、国：82.85歳）であり、男性は74.80歳（県： 

74.71歳、国：76.38歳）で8歳の差があります。 
長寿の女性が増えることに伴い、介護の問題や単身老人の痴呆などが、男性よりも深刻なこととして受

け止めざるを得ません。健康寿命を延ばすためには、各ライフステージに応じた健康づくりが大切になっ
てきます。 

女性は、妊娠・出産などのほか、女性特有の身体的特徴をもっており、更年期障害、骨粗髪症等様々な 
r 支障や心身における悩みをかかえています。 

女性の生涯を通じた心身の健康づくりの出発点は、母子の健康づくりにあります。 

近年、少子化やライフスタイルの変化など、母子を取り巻く環境は著しく変化しており、それに伴いニ 
ーズも多様化、複雑化してきています。 

思春期においては、健康な母体づくりのための教育や命の大切さを知ることで、男女お互いを労わる心
を養い、また、人工妊娠中絶の予防、性感染症の予防、喫煙や飲酒、薬物乱用防止等についても教育機関
をはじめ、社会全体での取組みによる具体的な学習を推進する必要があります。 

ここに「リプロダクテイブ・ヘルス／ライツ」という性と生殖に関する健康と権利という概念がありま
す。これには、いつ何人子どもを生むか生まないかを選ぶ自由、安全で満足のいく性関係、安全な妊娠・
出産、子どもが健康に生まれ育つことなどが含まれています。 

女性が、その健康状態に応じて自己管理することができ、心身の健康の保持、増進のための自己決定が

できるよう支援するとともに、男性にも理解を深めてもらうための情報提供や啓発が必要です。 

主 要課題 2 	 編l醤需議臓麟撫篇麟騒蔵繊疎まゴ撫臓罵畠藁ミ緯織“製叫緯麟舞縄舞舞繊選耕ミ糾難競舞繊薄罵一 

⑨さまざまな家庭に対応できる施策の充実 

近年、女性の就業機会増大や高齢化など人々の価値観やライフスタイルの多様化に伴い、結婚をめぐる
考え方でも離婚、未婚、事実婚など変化してきており、核家族、高齢者世帯、ひとり親世帯など家族の形
態も多様化しています。 

一 離婚率の増加により、今後さらにひとり親世帯は増加するものと予想されますが、生計の維持や子供の 
r 養育など経済的、社会的、精神的に不安定な状況におかれることなく、暮らし方を認め尊重する意識の醸

成に努める必要があります。 
また、少子化社会のもと、高齢者や障害を持つ人の生活支援や社会参加の促進を図るために、子育て、 

介護、年金、税制などのあり方が重要な課題になっています。 

これらの家族が、安心して暮らすことができるよう相談機能を強化するとともに、自立を支援していき
ます。支援するにあたっては、男性の家事・育児への参加を促進し、従来の性別役割の固定化した家庭観
の見直しを図っていくことが必要です。 

主要課 題 3 	 離叫繊鶏麟轟麟競議鶏瓢，議織繊轟篇鰍曹糾郵鵬与編鱗曹舞事難麟競麟麟麟融選麟麟舞麟濡轟舞熱麟纏繊編羅嘉繊舞 

＠高齢者が安心して暮らせる条件整備 
平成12年3月の本市の住民登録台帳年齢別人口によると65歳以上では男性3,853人、女性5,601人で女

性は男性の1.4倍になっており、また、85歳以上では男性230人、女性567人で2.4倍の人口となり、高齢

になるほど女性の比率が高まります。 
人生80年の時代にあって高齢者の多くは、健康、経済、就労、孤独などについても多くの不安や問題

を抱えています。 
女性の経済的自立や、男性の生活的自立の必要性が求められており、さらに、高齢者がこれまでの経験

や豊富な知識を生かして、地域社会の担い手としての意識を高め、生涯学習、ボランティア活動、健康づ

くりに積極的に取組んでいく必要があります。 
高齢者が、可能な限り住み慣れた家庭や地域において安心して暮らし続けることができるよう、高齢者

向けの良質な住宅等の整備や公的年金制度の整備等を推進し、各種の相談に応じられるよう、相談援助体

制の充実を図る必要がある。 

五所川原市役所 fi35-21 11 平成13年11月1日 
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延べ床面積 人槽区分 補助金額 

1OOm以下 5人槽 375,000円 

1 O0n を超え1 60nf以下 6-'--7人槽 438,000円 

160市超 8~ 10人槽 555,000円 

合併処理浄化槽の設置費用の補助金制度鷲鷺gj*233果 
【合併処理浄化槽とは】 

台所やお風呂の生活雑排水をし尿とあわせて処理できる浄化槽のことです。 
●利点 

1．下水処理場並の処理性能→生活排水の汚れが約10分の1に減ります。 

2．わずかなスペースでどこにでも設置→普通乗用車1台分のスペースで設置できます。 

3．短期間で設置できる→工期が短期間で設置できるため投資効果がすぐ現れます。 

【補助金制度について】 
市は、生活雑排水による公共用水域の水質汚濁を防止するため、増改築により合併処理浄化槽を設置 
する人に補助金を交付しています。 （⑧新築の場合は、補助対象外です。） 
制度の概要は、次のとおりです。 

1．建物の用途：住宅 
2．対象の地域：公共下水道の事業認可区域以外及び農業集落排水処理施設の処理区域以外の区域。 

3．補助金額：補助金の額は、合併処理浄化槽の設置に要する費用とし、次表に定める額を上限と 
します。（補助金額は 変更する場合があります。） 

【平成14年度分予約申込について】 
市では、平成14年度合併処理浄化槽設置補助金の予約申込を随時受け付けています。 

、 詳細は、環境対策課（内線233）へお問い合わせください。 

【
今月
の
相
談
日
】
 

⑥
交
通
事
故
相
談
 

市
民
課
 
内
線
2
0
2
 

交
通
事
故
に
つ
い
て
専
門
員
が
ご
相
 

談
を
受
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
 

●

1
1月
1
3・
2
7日
因
 

1
0時
5
1
5時
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室
 

◇
相
談
員
 
青
森
県
交
通
事
故
相
談
所
 

交
通
事
故
相
談
員
 
 

⑨
行
政
相
談
 市

民
課
 
内
線
2
0
  2
 

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
行
政
な
ど
へ

の
意
見
や
要
望
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

●

1
1月
8
日
困
 
1
0時
5
1
2時
 

●
1
1月
羽
日
困
 
1
3時
5
1
5時
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室
 

◇
相
談
員
 
行
政
相
談
委
員
 

⑥
税
金
の
相
談
日
 

税
務
課
 
内
線
4
 
21
 

相
続
税
、
贈
与
税
、
所
得
税
等
に
つ

い
て
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

●

1
1月
7
日
困
 
9
時
釦
分
5
1
5時

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室

◇
仙
台
国
税
局
税
務
相
談
室
青
森
分
室

相
談
官
。
0
1
7
(7
2
3
)
2
3
7
9
 

⑥
こ
こ
ろ
の
相
談
日
 

五
所
川
原
保
健
所
保
健
予
防
課
 

容
（
糾）
2
l
o
8
叫
（
糾）
7
5
1
6
 

五
所
川
原
保
健
所
で
は
次
の
日
程
に
 

よ
り
、
「老
人
精
神
保
健
福
祉
相
談
」
 

「精
神
保
健
福
祉
相
談
」
を
実
施
し
ま
 

す
。
 

◇
老
人
精
神
保
健
福
祉
相
談
 

1
1月
1
3日
因
 
1
3時
5
1
4時
 

◇
精
神
保
健
福
祉
相
談
 

1
1月
1
6日
国
 
1
3時
5
1
4時
 

（仮
称）
つ
がる
克
雪
ド
ー
ム
 

愛
称
を
募
集
し
ま
す
 

企
画
課
 
内
線

4
6
1
 

現
在
、
平
成
1
4年
度
の
供
用
開
始
に

向
け
、
本
市
唐
笠
柳
地
区
に
建
設
中
の
 

（仮
称
）
つ
が
る
克
雪
ド

ー
ム
は
、
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
各
種

催
事
等
に
活
用
で
き
る
屋
根
開
閉
式
の

全
天
候
型
多
目
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ド

ー
 

ム
で
す
。
 

こ
の
施
設
の
愛
称
を
津
軽
半
島
地
域

住
民
の
皆
様
か
ら
募
集
し
ま
す
。
奮
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
 

◇
応
募
方
法
 

官
製
は
が
き
に
愛
称
と
簡
単
な
説
明

の
ほ
か
、
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
 

職
業
、
電
話
番
号
を
お
書
き
の
う
え
ご

応
募
く
だ
さ
い
。
は
が
き
1
枚
に
つ
き

愛
称
1
点
と
し
、
 一
人
で
何
点
で
も
応

募
で
き
ま
す
。
 

◇
募
集
期
間
 
1
2月
1
0日
ま
で

（
当
日

消
印
有
効
）
 

◇
選
考
方
法
 

選
考
委
員
会
で
審
査
検
討
の
う
え
決

定
し
ま
す
。
 

採
用
者
に
は
賞
状
と
副
賞
を
贈
呈
し

ま
す
。
 

◇
応
募
先
 

〒
0
3
7
1
8
6
8
6
 

五
所
川
原
市
字
岩
木
町
1
2番
地
 

五
所
川
原
市
企
画
課
 



平
成
1
3年
度
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
・
配
管

工
の

更
新
講
習
並
び
に
配
管

工

認
定
講
習
実
施
案
内
 

下
水
道
課
 
計
画
係
 

内
線
3
1
1

・
3
1
4
 

た
く
わ
え
＜
ん
セ
ミ
ナ
ー
 

青
森
食
糧
事
務
所
五
所
川
原
支
所

業
務
第
二
課
公
（
3
5)
2
1
38
 

●

1
2月
1
日
田
 
1
0時
5
1
3時
 

働
く
婦
人
の
家
 

◇
内
容
 
政
府
備
蓄
米
を使
っ
た
お
菓
 

子
作
り
及
び
備
蓄
制
度
の
お
話
 

◇
講
師
 
千
葉
 
伸
子
氏
 

◇
募
集
人
員
 
如
名
 

◇
申
込
締
切
 
1
1月
1
5日
困
 

所
得
税
の
確
定
申
告
書
が

新
し
＜
な
り
ま
す
 

五
所
川
原
税
務
署
 

公
（
3
4)
3
1
52
内
線
1
0
7
 

納
税
者
の
方
々
か
ら
の
「
分
か
り
や

す
く
・
書
き
や
す
い
申
告
書
を
」
と
い

う
声
に
お
応
え
し
、平
成
1
4年
1
月
（
平

成
1
3年
分
の
確
定
申
告
）か
ら
、
所
得
税

の
確
定
申告
書
が
新
し
く
な
り
ま
す
。
 

申
告
書
新
様
式
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の

と
お
り
で
す
。
 

①
様
式
を
2
種
類
に

（分
離
課
税
用
な

ど
が
別
表
に
）
 

現
行
6
種
類
の
申
告
書
を
A

・
B
の
 

2
種
類
に
統
合
し
、
分
離
課
税
用
申
告

書
や
損
失
申
告
書
、
修
正
申
告
書
を
別

表
化
し
ま
し
た
。
 

②
用
紙
が
A
4
サ
イ
ズ
に
（
用
紙
が
2
 

枚
に
）
 

申
告
書
の
用
紙
サ
イ
ズ
を
A
4
判
に
 

改
め
、
裏
面
か
ら
表
面
に
転
記
す
る
方

式
を
廃
止
し
、
用
紙
を
2
枚
に
し
ま
し

た
。
ま
た
、
申
告
書
の
記
載
欄
を
で
き

る
だ
け
簡
素
化
し
ま
し
た
。
 

③
記
載
欄
を
整
理
 

申
告
書
の
小
さ
な
文
字
の
説明
文
や

計
算
式
を
整
理
し
、
で
き
る
だ
け
申
告

書
の
文
字
を
大
き
く
、
見
や
す
く
し
ま

し
た
。
 

④
手
引
き
を
充
実

（
手
引
き
で計
算
、
 

や
さ
し
い
申
告
）
 

「確
定
申
告
の
手
引
き
」
に
申
告
書

の
書
き
方
と
一
体
と
な
っ
た
計
算
欄
を

設
け
、
手
引
き
の
中
で
所
得
金額
な
ど

の
計
算
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
 

日
本
下
水
道
協
会
青
森
県
支
部
主
催

の
、
県
下
統
一
講
習
を
左
記
の
と
お
り

行
い
ま
す
。
 

◇
申
込
書
配
布
 
1
1月
1
2日
の
5
 

◇
申
込
受
付
 
1
2月
3
日
囲
5
7
日
岡

⑥
責
任
技
術
者
更
新
講
習
（
平成
1
4年
 

3
月
3
1日
有
効
期
限
満
了
と
な
る
者
）
 

●

1
4年
1
月
羽
日
の
 
1
4時
5
 

プ
ラ
ザ
マ
リ
ュ
ウ
五
所
川
原
 

・

受
講
料
 
4
、
0
0
0円
 

＠
配
管
工
更
新
講
習
（
平
成
1
4年
3
月
 

3
1日
有
効
期
限
満
了
とな
る
者
）
 

●

1
4年
1
月
四
日
因
 
1
4時
5
 

プ
ラ
ザ
マ
リ
ュ
ウ
五
所
川
原
 

・

受
講
料
 
3
、
0
0
0
円
 

⑨
配
管
工
認
定
講
習
（
実
施
日
に
お
い
 

て
受
講
資
格
を有
す
る
者
）
 

●

1
4年
1
月
3
0日
困
 
1
4時
5
 

プ
ラ
ザ
マ
リ
ュ
ウ
五
所
川
原
 

・

受
講
料
 
4
、
0
0
0
円
 

所
得
税
第
2
期
分
の
納
期

は
1
1月
3
0日
（
金）
ま
で
 

五
所
川
原
税
務
署
 

公
（3
4)
3
1
5
2
 

所
得
税
は
、
 一
定
の要
件
に
あ
て
は

ま
る
方
に
つ
い
て
7
月
と
1
1月
に
予
定

納
税
を
し
、
翌
年
確
定
申
告
を
し
て
1
 

年
間
の
税
金
を
精
算
す
る
制
度
を
採
用

し
て
い
ま
す
。
 

予
定
納
税
は
、
前
年
分
の
申
告
納
税

額
を
基
に
計
算
し
て
あ
り
ま
す
が
、廃

業
や
災
害
な
ど
の
た
め
に
、本
年
1
0月
 

3
1日
現
在
の
状
況
で
見
積
計算
し
た
本

年
分
の
申
告
納
税
額
が
、
第
2
期
分
の

予
定
納
税
額
を
減
額
す
る
申
請
が
で
き

ま
す
。
 

こ
の
申
請
を
す
る
場
合
は
、
1
1月
1
5
 

日
困
ま
で
に
「
予
定
納
税
額
の
減
額
申

請
書
」
を税
務
署
に提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
や
税

務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
 

マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
した
と
き
 

五
所
川
原
税
務
署
 

公
（
3
4)
3
1
5
2
 

平
成
1
3年
1
月
1
日
か
ら
平
成
1
3年
 

6
月
3
0日
ま
で
に
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を

利
用
し
て
マ
イ
ホ
ー
ム
を
新
築
や
購

入
、
増
改
築
等
を
し
、
 一
定
の
要
件
に

該
当
す
る
場
合
に
は
、
入
居
し
た
年
か

ら
1
5年
間
住
宅
借
入
金
等
特別
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
、
1
年
目
か
ら
6
 

年
目
ま
で
が最
高
印
万
円
、
7
年
目
か

ら
1
1年
目
ま
で
最
高
3
7万
5
千
円
、
1
2
 

年
目
か
ら
1
5年
目
ま
で
最
高
2
5万
円
を

所
得
税
額
か
ら控
除
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
 

ま
た
、
平
成
1
3年
7
月
1
日
か
ら
平

成
1
5年
1
2月
3
1日
ま
で
に
入
居
し
た
場

合
に
は
、
入
居
し
た
年
か
ら
1
0年
間
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
、
1
年
目
か
ら
1
0年
目
ま
で
最

高
5
0万
円
を
所
得
税
額
か
ら
控
除
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
や
税

務
相
談
室
にお
尋
ね
く
だ
さ
い
。
 

働
＜
婦
人
の
家
生
活
講
座
 

受
講
生
募
集
 

働
く
婦
人
の
家
費
（
3
5)
8
8
9
8
 

＠
洋
食
テ
ー
ブル
マ
ナ
ー
教
室
 

●

1
1月
1
5日
困
 
1
8時
3
0分
5
 

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
 
 

◇
講
師
 
古
川
勝
治
氏
 

hb
 

◇
費
用
 
5
、
0
0
0円
（
実
費の
み
）
 

※
申
し
込
み
は
働
く
婦
人
の
家
ま
で
。
 

当
日
は会
場
（
直
接お
集
まり
く
だ
さ
い
。
 

⑥
エ
ク
セ
ル
を
使
い
こ
な
そ
う
 

●

1
1月
1
5日
困
5
1
2月
2
0日
困
 

1
8時
幻
分
5
毎
週
木
曜
日
計
6
回
 

◇
講
師
 
水
島
康
雄
氏
 

◇
持
ち
物
 
ノ
ー
ト
型
パ
ソ
ヲ
ノ
 

※
エ
ク
セ
ル
を
用
い
て
グ
ラ
フ
作
成
や
 

関
数
の
使
い
方
を
マ
ス
タ
ー
しま
す
。
 

第
3
号
被
保
険
者
の
 

届
出
を
忘
れ
ず
に
 

国
保
年
金
課
内
線
2
1
1
5
2
1
3
 

国
民
年
金
の
第
2
号
被
保
険
者
（
厚

生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入
者
）
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
の第
3
号
被
保

険
者
の
方
は
、必
ず
第
3
号
被
保
険
者

該
当
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
 

第
3
号
被
保
険
者
の保
険
料
は
、
配

偶
者
が
加
入
し
て
い
る
年
金
制
度
で負

担
す
る
の
で
、
本
人
が
直
接
納
め
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
届
出
を
し
な
い

と
保
険
料
未
納
期
間
と
さ
れ
、
将
来
の

年
金
が
減
額
さ
れ
た
り
受
け
ら
れな
く

な
る
場
合
があ
り
ま
す
。
 

さ
か
の
ぽ
っ
て
第
3
号
被
保
険
者
に

認
め
ら
れ
る
期
間
は
2
年
ま
で
で
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

手
続
き
の
際
は
、
年
金
係
⑧
番
窓
ロ

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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おはなし会のお知らせ

図書館 公 (34) 4334 

年末調整等説明会の開催について 

五所川原税務署 法人課税部門 T (34) 3279 

五所川原市社会福祉大会開催 

社会福祉協議会 1 (34) 3494 
ボランティアサークル「五所川原おはなし 
“ぽぽんた”」によるおはなし会です。 

親子おそろいでお越しください。 

●ii月17日（土） 

14時30分～15時30分 

図書館2階 

◇テーマ 「むかしばなし」 

平成13年度五所川原保健所 

ノーマライゼーショソ推進事業 

～こころのバリアフリーをめざして～ 

五所川原保健所 保健予防課 fi (34) 2108 
●ii月14日（水） 

12時30分～15時 

エルムの街SC2 階エルムホー)レ 

◇内容 作品展示・販売、意見発表、ふれあ 

い交流（歌、レクリエーション） 

◇講演 

・テーマ 

「精神障害者への理解を深めよう」 

・講師 

青森県立保健大学教授 田崎 博一氏 

調停相談会 

五所川原調停協会事務局 公 (34) 2927 内線10 
●ii月11日（日） 10時～15時 

エルムの街SC2 階ふれあいコーナー 

◇内容 交通事故、金銭、土地・建物、夫婦、 

相続その他の問題について、五所川原調停 

協会の調停委員が相談に応じます。 

豊かな地域福祉確立を目指し、市民と関係

各機関の連携を図ることを目的に、大会式典

並びにアトラクションを行います。 

お気軽にご参加ください。 

●ii月16日（金） 12時30分～ 

オルテンシア 小ホール 

◇アトラクション 市内の園児・児童・生徒

並びに福祉施設・団体などによる、心温ま

る人形劇や胸に響く合唱・演奏などの発表

を予定しております。 

年末調整等の説明会を左記のとおり行いま

す。なお、本年も定率減税が実施されており

ます。正しい計算をしていただくためにも、 

ぜひご出席くださるようお願いいたします。 

●ii月20日（火） 10時～ 受付9時30分 

オルテンシア 小ホール 

※13時から対象地域が他町村になりますが 

市内の方も受け付けします。 

商店街タウソギャラリー 
事業の実施について 

青森県明日の商店街づくり事業実行委員会 

商店街の持つ地域コミュニティの役割の再

認識と商店街の賑わいを取り戻すことを目的

に、中心商店街に、市内小学校児童の美術作

品を飾る商店街タウンギャラリー事業を実施

します。 

◇実施期間 11月1日（木）~11月30日（金） 	' 
◇問い合わせ先 商工振興課 内線382 

, 

TEL33-21 11 
月の催物案内 

ふるさと交流圏民センタ一 
オルテンシア11 
日 曜日 催 し 物 開演 入場料 日 曜日 催 し 物 開演 入場料 

3 土 宝くじ音楽クリニック日 14:00 無 	料 

小
ホ
ー

ル
  

7 水 平成13年度整備主任者法令研修 13:30 関係者 

4
  

日
  

宝くじサウンドスペシャル

東京ポップスオーケストラ 
18:30 

ss席3,500円 
S席3,000円 
A席2,000円 

8
  

木
  

雇用保険業務取扱等説明会 
①10:00 
②13:30 

関係者 

11 日 第8回ピアノ・エレクトーンコンサート 10:00 無 	料 
7 水 文化講演会（ダニエル・カール） 18:30 無 	料 

16 金 五所川原市福祉大会 13:00 関係者 
入
ホ
ー
 
ル
  

10 土
  

第8回五所川原 

少年少女合唱団定期演奏会 
18:30 無 	料 17 土 ピアノ発表会 15:00 無 	料 

18 日 Music Concert 13:00 無 	料 

15 木
  

平成13年度『青森県防火の集い』 

五所川原大会 
10:30 無 	料 20 火 平成13年分年末調整等説明会 10:00 関係者 

22 木
  

平成13年度第5回地域保健関係者研修

並びに保健協力員連絡・研修会 
13:00 関係者 

18 日
  

名作こども映画会 

長編アニメーション『ごんぎっね』 
14:0 0 

当 	日 
中学生以上900円 
小学勘児800円 

24 土
  

研順榊こ鵬第75回船「センター加」蛾 

琳軸ビブラフオン・知たたいてごらん“キンコンカゾ 
18:30 会員券 

21 水 第45回青森県農業委員大会 13:00 関係者 

25 日
  

第1回雪の里 

ウインドオーケストラ定期演奏会 
14:00 前売500円 

当日500円 

25 日 フローラピアノ発表会 13:00 無 	料 

27 火 平成13年分年末調整等説明会 10:00 関係者 

7 平成13年11月 1日 五所川原市役所 公35-2111 



第
9
回
働
＜
婦
人
の
家

利
用
者
発
表
会
 

働
く
婦
人
の
家
 

公
（
3
5)
8
8
9
8
 

＠
テ
ー
マ
 

「
知女
」
共
に
支
え
あ
う
 

や
さ
し
さ
を

・
・
・
 

●

1
1月
1
0日
田
 

9
時
3
0分
5
1
8時
 

働
く
婦
人
の
家
全
館
 

◇
特
別
出
演
（
1
0時
釦
分
5
1
1時
）
 

「第
1
・
第
2
さ
つ
き
保
育
園
4
才
 

児
身
体
表
現
」
 

◇
記
念
講
演
（
1
3時
3
0分
5
1
5時
）
 

演
題
 
「女
性
の
生
き
方
と
子
育
て
」
 

・

講
師
 
椛
潔
幸
苗
氏
 

●

1
1月
1
1日
回
 

9
時
3
0分
5
1
6時
 

◇
特
別
出
演

（1
4時
幻
分
5
1
5時
）
 

バ
ン
ド
演
奏
 
板
橋
＆
ダ
ッ
チ
 

※
こ
の
ほ
か
、
両
日
と
も
舞
台
発
表
、
 

作
品
展
示
、チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
バ
ザ
ー
、
 

お
茶
会
、
食
堂
、
喫
茶
を
開
催
。
ま

た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
『
」
立

侵
武
多
』
の
踊
り
も
あ
り
ま
す
。
 

※
駐
車
場
は
市
役
所
お
ま
つ
り
広
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 （1
0日
は
1
8時

ま
で
、
1
1日
は
1
6時
ま
で
）
 

」、
、
、
ノ
「
J
!
/
‘ノ
 
つ
 
‘
ノ
fノ
 
フ
ー、
、
ー
ー
 

ノ
、
】
一
一
、
一一
、
一
J
 
、
》
一
一J
l》
一》
一
一
 

青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

公
（
3
7)
3
2

0
1
 

◇
定
員
 
1
コ
ー
ス
2
0名
 

◇
講
習
時
間
 
全
コ
ー
ス
9
時
5
1
6時
 

◇
受
講
料
 
1
コ
ー
ス
3
、
0
0
0
円
 

◇
受
付
時
間
 
9
時
5
1
7時
 

（
土
・
日
・
祝
日
除く
平
日
の
み
）
 

パ
ソ
コ
ン
ジ
ャ
ン
プ
セ
ミ
ナ

ー
 

コ
ー
ス
ー
覧
表
 

※
受
講
者
に
は
、
職
業
能
力
開
発
促
進

法
の
規
定
に
よ
る
修
了
証
書
が
交
付
さ

れ
ま
す
。
 

Aコース ワード 
日
］
回
  

（⑦

）
（
⑧

）
 

 

1
1
 
1

1
 

ノ/
 
0

1
 
1
1
 
7

8
 

2
9
]
 
 

ハガキの宛名・ラべルの作成方法 
webページにしてインターネット上
に公開できることを体験します。 

Bコース エクセル 
⑩11/17・1 8、 

12/1・2 	(4回） 
表計算 I住所録の作成方法・関数の
使い方を学びます。 

Cコース 
エクセル 
アクセス 

⑩12/1・2・8・9 
(4回） 

記録や計算を簡単に行う方法 
住所録の作成方法（データーべース） 

Dコース インターネット ⑥10/20・21 (2回） インターネットのしくみ・マナーな
どを学びます。 

Fコース パワーポイント ⑩12/15・16 (2回） パワーポイント・・・って？プレゼンテ 
ーションッールのことです。 

Gコース 
パワーポイント 
バイオ 

⑩
 
1
1
 

・1
8
  

I
一
 

・
 

1
1
 
0
7
 
1
1
 

 
4
 
回
 

バイオを使ってデジカメで撮影した
ビデオ映像を編集再生する方法を学
びます。 

西
北
中
央
病
院
小
児
科
荒
井
宏
治
先
生
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ク
リ
ーー
ック
 

川
 
崎
 

病
 

5
高
熱
が
続
い
て
、目
が
赤
く
な
っ
た
ら
B
c
G
の
痕
を
見
て
ー
 

五
所
川
原
市
少
年
指
導
委
員
は
、
少

年
相
談
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
の
推
薦

に
よ
り
市
長
が
委
嘱
し
、
構
成
す
る
も

の
で
す
。
業
務
計
画
に
基
づ
い
て
街
頭

指
導
、
環
境
浄
化
活
動
等
を
青
少
年
の

健
全
育
成
及
び
非
行
防
止
の
た
め
に
地

域
住
民
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
 

五

一
中学
区
（
敬
称
略
）
 

横
山
友
昭
・
石
田和
康
・
津川
武
雄
・

工
藤
政
二
・
成
田
誠
一
・
福
士和
弘

・

津
田
武
美

・
橘
 
文
雄
・
田津
多
一

・

高
井
昭
雄
・
野
呂
直
栄
・
木村
春
一

・

小
野
工

・
磯
野
正
和
・
米
谷
美
智

子
・
蝦
名
ト
ミ
・
吉
川
和
子
・
小
田

桐
裕
子
・
黒
滝
悦
子
・
秋
元
四
郎

五
ニ
中
学
区
 

新
谷
久
雄
・
村
上
竹
三
・
三
上
ま
り

子
・
福
士
博
美

・
斉
藤
隆
子

・
小
笠

原
ツ
ル

・
竹
内
久
美
子
 

五
三
中
学
区
 

山
形
粛

・
小
田
桐
竹
春
・
成
田
歳

彦

・
成
田
アイ
子
・
岩
田
勝
政

・
鳴

海
清
孝
・
笠
井
せ
つ
・
対
馬
邦
美
・

新
谷
良
昭
・
開
米
幽
海
 

三
好
中
学
区
 

乗
田
恵
治

・
長
尾
精
一

・
外
崎
勝

美

・
小
野
瑞
浩
・
川
浪
弘
靖
 

2
歳
の
男
の
子
が
他
の
病
院
か
ら
紹
介
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
診
て
い
た
だ
い
た
先
生
の
お
手
紙
に
よ

る
と
、
4
日
程
前
か
ら
如
で
を
こ
え
る
よ
う
な
高
熱
が
続
い
て
い
る
と
の
こ
と
。
ま
た
唇
や
ロ
の
中
が

炎
症
の
た
め
と
っ
て
も
赤
く
て
、
昨
日
か
ら
目
が
赤
く
な
り
、
体
中
に
発
疹
が
で
て
き
た
よ
う
で
す
。
 

は
し
か
で
し
ょ
う
か
。
看
護
婦
さ
ん
は
、
他
の
子
ど
も
に
う
つ
し
て
は
い
け
な
い
と
考
え
て
、
感
染
室

で
診
察
を
待
機
し
て
も
ら
う
よ
っ
に
は
か
ら
い
ま
し
た
。
診
察
し
て
み
る
と
、
咳
や
鼻
水
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
泣
い
て
い
て
機
嫌
は
悪
そ
う
で
す
。
発
疹
は
体
中
に
拡
が
っ
て
い
て
、
手
足
の
さ
き
が
硬
く
は

れ
て
い
ま
す
。
私
が
男
の
子
の
体
中
を
診
察
し
て
い
る
と
、
お
母
さ
ん
が
「
発
疹
が
で
る
前
か
ら
、
1
 

年
以
上
前
に
や
っ
た
B
c
G
の
痕
が
と
っ
て
も
赤
く
は
れ
て
い
る
ん
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。
 

川
崎
病
は
主
に
1
歳
か
ら
6
歳
に
発
症
す
る
原
因
不
明
の
高
熱
の
病
気
で
す
。
的
で
以
上
の
発
熱
が
 

5
日
以
上
続
く
、
手
足
の
さ
き
が
硬
く
は
れ
る
、
首
の
リ
ン
パ
節
が
は
れ
る
、
体
中
に
発
疹
が
出
現
す

る
、
目
が
赤
く
な
る
、
唇
が
赤
く
な
り
、
舌
が
イ
チ
ゴ
の
よ
う
に
ブ
ツ
ブ
ツ
し
て
く
る
な
ど
の
症
状
が

あ
り
ま
す
。
か
ぜ
な
ど
の
感
染
症
が
引
き
金
に
な
り
、
免
疫
状
態
が
過
敏
に
な
っ
て
、
全
身
の
血
管
に

炎
症
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
症
状
が
出
現
す
る
の
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
お
医
者

さ
ん
も
い
ま
す
。
こ
の
病
気
の
こ
わ
い
こ
と
は
、
病
気
が
進
展
す
る
と
、
心
臓
の
血
管
を
障
害
し
て
、
 

心
臓
を
い
た
め
て
死
に
い
た
る
こ
と
や
、
そ
こ
ま
で
い
か
な
く
て
も
心
臓
の
後
遺
症
を
残
す
こ
と
が
あ

る
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
、
小
さ
い
子
の
高
熱
が
な
か
な
か
下
が
ら
な
く
て
、
目
が
赤
く
な
っ
た
ら
こ

の
よ
う
な
病
気
が
あ
る
こ
と
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
そ
の
と
き
B
c
G
の
痕
が
赤
く
な
っ

て
い
る
か
ど
う
か
も
見
て
く
だ
さ
い
。
 

図
書
館
か
ら
あ
れ
こ
れ
 

七
草
の
名
は
な
ん
だ
っ
け
？
 

秋
の
七
草
、
は
い
、
」
一
昌て
み
ま
し
ょ
う
。
年
配
の
方
は
ち
ゃ
ん
と
言
え
そ
う
で
す
。
広
辞
苑
に
よ

る
と
「
萩
、
尾
花
（
す
す
き
）
、葛
、
撫
子
、
女
郎
花
、
藤
袴
、
朝
顔
（
今
の
桔
梗
ら
し
い
）」
だ
そ
う

で
す
。
い
か
に
も
、
日
本
の
秋
ら
し
い
。
で
も
、
他
に
も
っ
と
好
き
な
花
も
あ
り
ま
す
。
自
分
で
選
ぶ

新
七
草
な
ん
て
す
て
き
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
？
私
は
「
水
引
草
、
ほ
と
と
ぎ
す
、
秋
明
菊
、
竜
胆
、
吾

赤
紅
、
野
菊
」
ま
で
は
考
え
た
の
で
す
が
、
七
番
目
が
で
ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
な
た
か
、
決
め
て
い
た

だ
け
ま
せ
ん
か
？
 

と
こ
ろ
で
「
名
も
毎
ぎ

雑
草
は
な
い
」
そ
う
で
す
。
悩
ま
さ
れ
て
い
る
、
相
手
の
名
も
知
ら
な
い
と

い
つ
こ
と
が
雑
草
相
手
に
は
多
い
の
で
す
が
。
「ミ
ニ
雑
草
図
鑑
」
な
ど
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
ミ
ニ

だ
け
ど
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
で
す
。
貸
出
も
で
き
ま
す
。
名
前
や
由
来
を
知
り
た
い
方
に
は
「
野
草
の
お
ぼ

え
方
」
上
下
。
覚
え
や
す
い
フ
レ
ー
ズ
付
き
「
野
に
逃
げ
た
大
根
の
野
生
児
ハ
マ
ダ
イ
ヲ
ノ
」
な
ん
て

ね
。
冬
の
間
に
植
物
博
士
に
な
れ
そ
う
で
す
。
ひ
た
す
ら
野
草
の
美
し
さ
を
愛
で
た
い
か
た
に
は
「
日

本
の
野
草
」
を
ゆ
っ
く
り
と
広
げ
て
見
る
と
か
。
「草
と
木
の
小
さ
な
鉢
」
で
お
し
ゃ
れ
な
飾
り
方
を

鑑
賞
す
る
と
か
。
 

多
分
、
都
会
人
に
は
う
ら
や
ま
し
い
く
ら
い
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
私
た
ち
。
草
や
木
を
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？
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壷
辰
ぢ
ロ

ら
多
 

	] 

青
松
園
  
合

（
3
7)
3
1
1
1
 

青
松
園
祭
の
お
知
ら
せ
 

事
務
局
・
連
絡
先
 

公
（
3
5)
1
0
8
1
高
橋
 

雪
の
里
ウ
ィ
ソ
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
 

●

1
1月
1
1日
卿
 
1
0時
、
1
5時
 

◇
内
容
 

・

津
軽
半
島
5
平
野
を
中
心
に活
動
す

る
ア
マ
チ
ュ
ア
の
吹
奏
楽
団
 

・

若
い
人
を
中
心
に子
ど
も
連
れ
の
お

母
さ
ん
達
も
気
軽
に練
習
に
参
加
で

き
る
よ
う
環
境
を
作
り
な
がら
練
習

し
て
い
ま
す
。
 

◇
練
習
日
 
毎
週
日
曜
日
 

1
4時
5
1
7時
 
五
一
中
音
楽
室
 

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
 

h
t
tpー
ミ国
妥
国

・r
6
6・
ドd
j・n
o
B、
 

H
冒
so、y
u五
コ
o
s
a
t

o、
 

◇
テ
ー
マ
 
『
飛
躍

ー
2
1世
紀
』
 

◇
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
 

1
0時
1
0分
5
 

サ
エ
ラ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
 

1
2時
幻
分
5
 

さ
か
え立
ね
ぷ
た
愛
好
会
唯
子
演
奏
 

1
3時
5
 
山
上
進
三
味
線
演
奏
 

※
送
迎
バ
ス
五
所
川
原
駅
発
9
時
妬
分
、
 

青
松
園
発
1
5時
 

一
日
技
能
教
室
 

県
立
木
造
高
等
技
術
専
門
校
 

費
（
4
2)
2
4
2
4
斎
藤
・
相
場
 

閲 

栄
幸
閲
祭
の
お
知
ら
せ
 

栄
幸
園
 
公
（
2
8)
2
2
8
8
 

●

1
1月
1
1日
卿
 
9
時
5
1
2時

受
付
8
時
釦
分
5
 

県
立
木
造
高
等
技
術
専
門
校

◇
対
象
者
 

西
北
五
地
域
住
民
の
皆さ
ん

◇
作
業
内
容
 

・

溶
接
科
コ
ー
ス
 
焼
き
肉
鉄板
製
作
 

・

建
築
科
コ
ー
ス
 
プ
ラ
ン
タ
ー
飾
り
 

台
製
作
 

（定
員
は
先
着
順
、
各
コ
ー
ス
加
名
、
 

女
性
歓
迎
し
ま
す
）
 

◇
服
装
及
び
持
参
物
 

実
技
の
で
き
る
服
装
（
作
業衣
）
、
 

上
履
き
（
ズ
ッ
ク
靴
）
 

◇
受
講
料
 
無
料
 

◇
申
込
期
間
 
1
1月
5
日
囲
5
9
日
国
 

●

1
1月
1
8日
回
 

1
0時
釦
分
5
1
4時
3
0分
 

◇
内
容
 

利
用
者
に
よ
る
余
興
、り
ん
ど
う
苑

に
よ
る
バ
ン
ド演
奏
、ビ
デ
オ
放
映
、
 

横
山
英
樹
ラ
イ
ブ
、
抽
選
会
な
ど

※
皆
さ
ん
、お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
 

お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

平I三§臓 国郎慶富 般 
＜対 	象＞ 16歳以上の市民 

＜料 
※検診当日、直接実施場所（下記のとおり）にお越しください。 

検 診 日 士也 	区 実 	施 	場 	所 実 施 時 間 

11月19日（月） 

毘沙 門 
長富 
三 好 
栄 

梅沢 

長富コミュニテイ消防センター前 9:30'-- 	9:45 
毘I少門・長富コミュニテイセンター前 9:50- 10:00 
コミュニテイセンター三好前 10:1 0'- 10:25 
藻川コミュニテイ消防センター前 10:30'-- 10:45 
コミュニテイセンター栄前 11:00'-- 11:15 
み佐j：とコミュニテイセンター前 11:20- 11:35 
中泉集会所前 13:00-13:15 
梅沢コミュニテイセンター前 13:25-i 3:40 

11月20日（火） 

町 内 
中 川 
飯 詰 

中央公民館前 9:30- 	9:45 
コミュニテイセンター中川前 9:55- 10:10 
沖飯詰集会所前 10:15-10:30 
老人福祉センター前 10:40-i 1:10 
倒1く婦人の家前 11:15-i 1:30 
コミュニテイセンター飯詰前 13:00-13:15 
特別養護老人ホーム「祥光苑」前 13:25-i 3:55 

11月21日（水） 町 内 

富士見コミュニテイセンター前 9:30 - 	9:45 
小曲農村婦人の家前 9:55- 10:10 
鎌谷町一防災センター前 10:20- 10:35 
松島会館前 10:40 - 10:55 
コミュニテイセンターしきしま前 11:05-i 1:20 
新宮集会所前 11:25-il :40 
森の家前 1 i:45-12:00 
土也域福ネ止センター前 13:00-i 3:30 

11月22日（木） 
長 橋 

豊成公民館前 9:30~ 	9:45 
福山コミュ二テイマ肖防センター前 9:55- 10:10 
野里集会所前 10:20- 10:35 
コミュニテイセンター長橋前 10:45-i 1:00 
若山集会所前 11:10-i 1:25 
戸沢集会所前 11:30-i 1:45 
平町集会所前 1 1:50-12:00 

市 内 全 域 エルムの街ショッピングセンター正面玄関前 13:00-'--- 14:00 

※注意 市民総合健診で肺がん検診をすでに受診した方は受けることができません。 

はつらつ女性課 内線234・236 
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次世代に伝える 

減塩ポイント
メニュー⑥ 

五所川原市食生活改善推進員会 

噌風味焼き 

((1人分栄養量 1 32knl塩分1.9g3 

材 料（4人分） 
鮭 	 4切れ 
酒 	 小さじ2 

味噌 	 大さじ2 
酒 	 大さじ1 

a 系線 L.ん切り 	蒸旨 
「スキムミルク 	 20g 
L水 	 大さじ1 

「ししとう 	 12本 
Lだいこんおろし 	 1 20g 

しょうゆ 	 大さじ2 

健康相談 
各地区での身も心もさっぱりする健康相談 

◆内 容・・・病気の相談、心の相談、血圧測定など 

保健婦が相談に応じます。 

◆持参するもの・・・健康手帳（お持ちの方） 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

北新集会所 11月13日（火） 12:30--13:30 

馬性集会所 11月14日（水） 10:00-1 1:30 

姥落集会所 11月14日（水） 10:30~ 12:00 

種井集会所 11月14日（水） 1 0:30~i 2:00 

前落集会所 11月16日（金） 12:30~ 14:00 

みなとコミュニテイセンター 11月19日（月） 10:00-- 12:00 

コミュニテイセンター七和 11月19日（月） 1 1:30-13:00 

成人の相談日 
月 	日 時間 相 談 内 容 従事者 

11月14日 
（水） 

会場 
働く婦人の家 
・保健センター 

10:00 
-12:00 

★午前は骨粗しよう症を
防ぐ食事相談です 

骨づくりに大切なのがカルシ

ウム。あなたの食事に無理な

くカルシウムを取り入れる工

夫を見っけましよう。 

はっらっ
女性課

栄養士 

13:00 
~15:00 

★午後は健診結果相談です 
健診結果の見方の説明、結果

から分かること、これから気

をっけた方が良いことにっい

て、相談を受けます。 

はっらっ
女性課

保健婦 
・看護婦 

※血圧測定を希望する方は、午後の相談時間内にお越しくだ
さい。 

※健康手帳及び健診結果をお持ちの方は、ご持参ください。 
※利用予定の方は、できるだけ事前に電話予約してください。 

みんなの健康教室 
◆日 時・・・11月30日（金） 13時～14時まで

◆場 所・・‘保健センタ1 3階ホール

◆講 師・・・封馬史博先生（駅前クリニック） 

◆テーマ・・・「糖尿病とは」「生活習慣病とは」 

◆主 催…北五医師会・市民保健協議会 

「 献血のご案内 

期 日 時 間 場 	所 

11月16日（金） 9:30-15:OQ 五所川原第一高校前 

11月27日（火） 10:00~ 15:30 東芝メテ’イア機器株式会社 

作り方 

①鮭は酒をふりかけておく。 
② aを混ぜ合わせる。（スキムミルクは水で溶 
いてから使う） 
※好みでキムチの素・トウバンジャン等を加 
えてもよい 

③ししとうがらしは素焼きにする。 
④①をアルミホイルに包み、②をぬってオーブ 

ントースターで7-8分焼く。器に盛り、③と 
だいこんおろしを添える。 

／減塩のポイント 
良質のカルシウムやたんぱく質が豊富
な牛乳‘乳製品を毎日の食卓に定着さ

せましょう。和風料理も薄味でおいし 

×
く仕上がり、無理なく減塩ができます。 

	  ~’  

ミI嬉~ 医療当番~ 医 

月 	日 翻  	医療機関名 所 在 電話 

11月3日 土
  

三上眼科医院 五所川原市字 
旭町59 

35-2577 

11月4日 ロ］
 
 

（医）正幸会 
対馬内科小児科医院 

五所川原市字 
田町4-5 

34-3431 

11月11日 口］
 
 

（医）尚友会 
白戸胃腸科外科医院 

五所川原市字 
栄町64-1 

34-6211 

※1．対応時間（電話で確認）9時から17時まで。 
2．その他、消防署（救急病院紹介皿34-4999）で紹介します。 

はつらつ女性課 内線 237 
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